
ht
tp
s:
//l
rr
i.o
r.
jp

6
12

,2
02
3



• • •

1
19

66

• • •



• • •

• •

• •



Sy
m

bi
os

is

A
I

G
it

M
in

d 
Ch

at
 

• • • •

• • • • •



3
M

1

V
ol

.1
09

 N
o.

12
 D

ec
em

be
r 

20
24

ht
tp

s:
//

hk
om

in
e.

w
.w

as
ed

a.
jp

/J
S
C
E_

J
ou

rn
al

20
24

12
01

R
es

po
ns

ib
ili

ty
-

S
oi

l.p
df

20
24

B
3

M
1

20
25

20
25



63



B3

12
13

14
15



19
90 ht

tp
:/

/w
w

w
.c

hi
e-

pr
oj

ec
t.

jp
/0

03
/n

o1
2.

ht
m

l
ht

tp
s:

//
w

w
w

.g
k-

p.
jp

/2
02

0/
10

/0
9/

39
36

/

16
17

18
19



ht
tp

s:
//

w
w

w
.j
im

pe
i.n

et
/e

nt
ry

/m
as

lo
w

20

ht
tp

s:
//

lin
gk

ar
an

fil
m

s.
co

m
/?

pa
ge

_i
d=

28
0

id
2

21

20
25

3
12

M
1 

20
25

3
12

• •



20
25

3
12

• • •

20
25

3
12

• •

20
25

3
12

• •

20
25

3
12

• •



20
25

3
12

• •

20
25

3
12

•

• • • •

•

•
0

10
0



2
0
2
5
/3
/7 1

D
is

as
te

r R
e

si
li

e
n

ce
 R

e
se

ar
ch

 L
ab

o
ra

to
ry

Fu
ku

o
ka

 U
n

iv
e

rs
it

y

D
is

a
s
te

r 
R

e
s
il
ie

n
c
e
 R

e
s
e
a
rc

h
 L

a
b
o
ra

to
ry

F
u

k
u

o
k
a
 U

n
iv

e
rs

it
y

福
岡
大
学

レ
ジ
リ
エ
ン
ト防

災
研
究
室

私
が
考
え
る
利
他
の
土
木

福
岡
大
学

村
上

哲
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福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

自
己
紹
介

•
村
上

哲
[む
ら
か
み
さ
と
し
]

•
1
9
6
8
年
長
崎
県
長
崎
市
生
ま
れ

•
学
歴 •
九
州
大
学
工
学
部
水
工
土
木
学
科
卒
業

•
同
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

•
職
歴 •
茨
城
大
学
工
学
部

助
手
・
講
師
・
准
教
授
(2
0
1
6
年
ま
で
）

•
福
岡
大
学
工
学
部

教
授
(2
0
1
6
年
か
ら
）
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福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

三
池
港
：
福
岡
県
大
牟
田
市
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福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

三
池
港

1
9
0
8
（
明
治
4
1
）
年
に
開
港
し
た
日
本
で
唯
一
の
閘
門
式
ド
ッ
ク
を
持
つ
港
。

2
0
1
5
（
平
成
2
7
）
年
に
は
世
界
文
化
遺
産
「明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
製
鉄
・
製
鋼
、
造

船
、
石
炭
産
業
」
の
構
成
資
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

三
池
港
築
港
以
前
は
、
大
牟
田
川
河
口
か
ら
小
型
船
で
口
之
津
港
（
長
崎
県
南
島
原
市
）
や

三
角
西
港
（
熊
本
県
宇
城
市
）
ま
で
石
炭
を
移
送
し
、
そ
こ
で
大
型
船
に
積
み
替
え
海
外
に
輸
出

し
て
い
ま
し
た
が
、
三
池
港
の
築
港
に
よ
り
、
直
接
、
三
池
港
か
ら
海
外
へ
石
炭
の
輸
出
が
可
能
と
な

り
、
三
池
炭
鉱
躍
進
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。
遠
浅
で
干
満
の
差
が
大
き
い
（
最
大
6
m
）
有
明
海

で
、
渠
内
（
ド
ッ
ク
）
の
水
位
を
一
定
に
保
つ
た
め
の
閘
門
は
現
在
も
稼
働
し
て
い
ま
す
。

多
額
の
費
用
が
か
か
る
三
池
港
の
築
港
を
、
「
石
炭
山
の
永
久
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
は
せ
ぬ
。
築

港
を
や
れ
ば
、
そ
こ
に
ま
た
産
業
を
興
す
こ
と
が
で
き
る
。
築
港
を
し
て
お
け
ば
、
い
く
ら
か

1
0

0
年
の

基
礎
に
な
る
」
と
い
っ
て
当
時
の
三
池
炭
鑛
社
事
務
長
の
團
琢
磨
は
決
断
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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大
学

防
災
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境
地
盤
工
学
研
究
室

オ
オ
シ
マ
桜
：
茨
城
県
日
立
市

日
立
鉱
山
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福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

煙
害
の
山
再
生
：
山
桜
植
林
、

そ
の
後
、
日
立
市
は
さ
く
ら
の
町
百
選
に
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大
学

防
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環
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地
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工
学
研
究
室

意
図
し
た
利
他

と
結
果
と
し
て
の
利
他

•
意
図
し
た
利
他

•
利
他
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
利
他
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。

•
結
果
と
し
て
の
利
他

•
利
他
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
く
て
も
、

結
果
と
し
て
利
他
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
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福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

私
が
考
え
る
利
他
の
土
木

•
身
近
な
利
他
的
行
動

•
人
生
の
限
り
あ
る
時
間

•
人
生
の
時
間
と
利
他

•
土
木
は
利
他
か
？

•
公
共
構
造
物
や
公
共
空
間
の
創
出
・
維
持
・
改
善
は
利
他
的
行
動

•
土
木
技
術
者
の
利
他
的
行
為

•
お
わ
り
に
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福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

身
近
な
利
他
的
行
動

•
ド
ア
を
開
け
て
あ
げ
る
：
誰
か
が
荷
物
を
持
っ
て
い
る
と
き
や
、
手
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
と
き
に
ド
ア
を
開
け
て
あ

げ
る
こ
と
。

•
席
を
譲
る
：
公
共
交
通
機
関
で
お
年
寄
り
や
妊
婦
さ
ん
に
席
を
譲
る
こ
と
。

•
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
：
道
に
迷
っ
て
い
る
人
に
道
を
教
え
た
り
、
重
い
荷
物
を
持
っ
て
い
る
人
を
手
伝
っ

た
り
す
る
こ
と
。

•
寄
付
を
す
る
：
慈
善
団
体
や
困
っ
て
い
る
人
々
に
お
金
や
物
資
を
寄
付
す
る
こ
と
。

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
：
地
域
の
清
掃
活
動
や
、
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
。
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福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

人
生
の
限
り
あ
る
時
間
：

人
は
生
涯
で
約
4
6
7
,2
0
0
時
間
起
き
て
い
る

•
例
え
ば
、
平
均
寿
命
を
8
0
年
と
し
、
1
日
に
平
均
8
時
間
の
睡
眠
を
取
る
と
仮
定

•
す
る
と
、
1
日
に
起
き
て
い
る
時
間
は
1
6
時
間
に
な
り
ま
す
。

•
計
算
す
る
と
：
8
0
年
×
3
6
5
日
/年
×
1
6
時
間
/日
=
4
6
7
,2
0
0
時
間
8
0
年
×
3
6
5
日

/年
×
1
6
時
間
/日
=
4
6
7
,2
0
0
時
間

•
つ
ま
り
、
平
均
的
に
は
生
涯
で
約
4
6
7
,2
0
0
時
間
起
き
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

身
近
な
利
他
的
行
動

•
ド
ア
を
開
け
て
あ
げ
る
：
誰
か
が
荷
物
を
持
っ
て
い
る
と
き
や
、
手
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
と
き
に
ド
ア
を
開
け
て
あ

げ
る
こ
と
。

•
席
を
譲
る
：
公
共
交
通
機
関
で
お
年
寄
り
や
妊
婦
さ
ん
に
席
を
譲
る
こ
と
。

•
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
：
道
に
迷
っ
て
い
る
人
に
道
を
教
え
た
り
、
重
い
荷
物
を
持
っ
て
い
る
人
を
手
伝
っ

た
り
す
る
こ
と
。

•
寄
付
を
す
る
：
慈
善
団
体
や
困
っ
て
い
る
人
々
に
お
金
や
物
資
を
寄
付
す
る
こ
と
。

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
：
地
域
の
清
掃
活
動
や
、
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
。

人
生
の
限
ら
れ
た
時
間
を
他
人
の
た
め
に
使
う
こ
と
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福
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大
学

防
災
・
環
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地
盤
工
学
研
究
室

土
木
：
公
共
構
造
物
や
公
共
空
間
の
創
出
・
維
持
・
改
善

•
公
共
事
業
・公
的
事
業
：
税
金
や
徴
収
料
金
で
実
施

•
税
金
や
徴
収
料
金
は
、
人
の
時
間
を
費
や
し
て
得
た
お
金
の
一
部

•
公
共
構
造
物
や
公
共
空
間
の
創
出
・
維
持
・
改
善
は
、
利
他
の
産
物

•
環
境
破
壊
、
景
観
劣
化
な
ど
負
の
影
響
は
排
除
し
て
い
く
努
力
は
さ
れ
て
き
た
。

•
環
境
基
本
法
：
1
9
9
3
年
施
行

•
大
気
汚
染
防
止
法
：
1
9
6
8
年
施
行

•
水
質
汚
濁
防
止
法
：
1
9
7
0
年
施
行

•
騒
音
規
制
法
：
1
9
6
8
年
施
行

•
廃
棄
物
処
理
法
：
1
9
7
0
年
施
行

•
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
：
2
0
0
0
年
施
行

•
景
観
法
：
2
0
0
5
年
施
行

•
都
市
計
画
法
：
1
9
6
8
年
施
行

•
屋
外
広
告
物
法
：
1
9
4
9
年
施
行

•
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
：
2
0
0
8
年
施
行
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福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

土
木
：
公
共
構
造
物
や
公
共
空
間
の
創
出
・
維
持
・
改
善

•
公
共
構
造
物
や
公
共
空
間
の
創
出
・
維
持
・
改
善
が
、
人
々
が
時

間
を
費
や
し
て
得
ら
れ
た
お
金
を
元
に
実
施
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
と
、

•
こ
の
利
他
的
行
為
は
、
我
が
国
で
あ
れ
ば
国
民
全
員
で
あ
り
、
土
木

技
術
者
で
は
な
い

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

•
土
木
技
術
者
は
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
、
よ
り
よ
い
利
他
的
な

“も
の
”や
“仕
組
み
”を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
い
る
。
（
責

任
重
大
）

D
is

as
te

r R
e

si
li

e
n

ce
 R

e
se

ar
ch

 L
ab

o
ra

to
ry

Fu
ku

o
ka

 U
n

iv
e

rs
it

y

G
e
o
te

c
h

n
ic

a
l 
D

is
a
s
te

r 
R

e
s
il
ie

n
c
e
 R

e
s
e
a
rc

h
 L

a
b
o
ra

to
ry

F
u

k
u

o
k
a
 U

n
iv

e
rs

it
y

福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

土
木
技
術
者
の
利
他
的
行
為

•
土
木
技
術
者
は
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
、
よ
り
よ
い
利
他
的

な
“も
の
”や
“仕
組
み
”を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
い
る
。

（
責
任
重
大
）

•
土
木
技
術
者
が
、
自
己
研
鑽
の
た
め
に
時
間
や
お
金
を
費
や
す
こ

と
で
、
よ
り
よ
い
利
他
的
な
“も
の
”や
“仕
組
み
”つ
くり
の
創
造
に
役

立
て
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
己
研
鑽
の
行
為
が
、
利
他
的
行
為
と

考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

•
世
界
で
唯
一
で
き
る
人
材
で
は
な
く、
そ
れ
が
で
き
る
人
材
の
ひ
と
り

に
な
れ
る
こ
と
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

D
is

as
te

r R
e

si
li

e
n

ce
 R

e
se

ar
ch

 L
ab

o
ra

to
ry

Fu
ku

o
ka

 U
n

iv
e

rs
it

y

G
e
o
te

c
h

n
ic

a
l 
D

is
a
s
te

r 
R

e
s
il
ie

n
c
e
 R

e
s
e
a
rc

h
 L

a
b
o
ra

to
ry

F
u

k
u

o
k
a
 U

n
iv

e
rs

it
y

福
岡
大
学

防
災
・
環
境
地
盤
工
学
研
究
室

お
わ
り
に

•
「石
炭
山
の
永
久
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
は
せ
ぬ
。
築
港
を
や
れ
ば
、
そ
こ
に
ま
た
産
業
を
興
す

こ
と
が
で
き
る
。
築
港
を
し
て
お
け
ば
、
い
くら
か
1
0
0
年
の
基
礎
に
な
る
」

（
團
琢
磨
）

•
今
や
近
い
将
来
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
の
人
々
に
と
っ
て
も
利
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

D
is

as
te

r R
e

si
li

e
n

ce
 R

e
se

ar
ch

 L
ab

o
ra

to
ry

Fu
ku

o
ka

 U
n

iv
e

rs
it

y

D
is

a
s
te

r 
R

e
s
il
ie

n
c
e
 R

e
s
e
a
rc

h
 L

a
b
o
ra

to
ry

F
u

k
u

o
k
a
 U

n
iv

e
rs

it
y

福
岡
大
学

レ
ジ
リ
エ
ン
ト防

災
研
究
室

お
時
間
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Ｌ
Ｒ
Ｒ

Ｉ
フ

ォ
ー

ラ
ム

利
他

を
巡
っ

て
：
利
他
の
土
木

【
利
】
の
最
適

化
か

ら
「

利
己

」
と

「
利

他
」

を
考
え
る

-
土

木
分

野
で

、
ど

う
考

え
、

何
を

す
る
-

２
０

２
５

.
３

.
１
２

（
一

社
）

地
域

国
土

強
靱

化
研

究
所

顧
問

常
田

賢
一

利
他
と
利
己

の
様

々
！

利
と
は

？
生
・

生
存
［

対
は
、

死
］
、

経
済
的

な
得
、

力
、

尊
厳

、
便
（

べ
ん
）

［
対
は

、
不
便

］
、
都

合
、

収
入

・
財
産

、
身
分

・
役
職

、
安
全

・
安
心

・
・

・
・

＊
生
き
る

た
め
に

必
要
な

こ
と
・

プ
ラ
ス

に
な
る

こ
と
・

好
ま

し
い

こ
と
・

・
・

己
と
は

？
自
己

あ
る
い

は
自
己

の
関
係

者
・
組

織
（
家

族
、

親
戚

、
会
社

、
団
体

、
国
な

ど
）
＊

最
小
単

位
は
、

１
個
人

他
と
は

？
他
人

、
他
機

関
、

環
境
な

ど
、
自

己
お
よ

び
自

己
の

関
係
者

・
組
織

の
以
外

。
＊

最
小
単

位
は
、

１
他
人

利
己
：

自
分

の
利
を

重
視
・

優
先
。

利
己

主
義
、

自
己
保

身
、
自

己
愛

、
自

分
本
位

、
唯
我

独
尊
、

傍
若

無
人

・
・
・

利
他
：

他
者

の
利
を

重
視
・

優
先
。

自
己

犠
牲
、

配
慮
、

思
い
や

り
、

尊
重

、
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
・

・
・

前
提
：

人
は

、
動
物

と
同
様

に
、
種

の
保
存

・
防
衛

・
生
存

の
本
能

が
基

本
に

あ
り
、

本
来
、

利
己

的
存

在
。

事
例
：

利
己

の
最

悪
は
、

殺
人
、

詐
欺
、

窃
盗
な

ど
の
犯

罪
、

侵
略

戦
争
。

ア
メ

リ
カ
第

一
主
義

は
、
他

国
の

利
他

よ
り

も
、

ア
メ

リ
カ
の

利
己

を
優
先

。
利
己

の
生

の
喪
失

は
、
自

殺
。

生
き
る

利
己

は
必
要

。
津
波

て
ん
で

ん
こ
は

、
利

己
の

優
先
で

あ
り
、

否
定

は
さ

れ
て
い

な
い
。

自
分
の

命
を
守

り
、

共
倒

れ
し
な

い
。

ト
リ

ア
ー
ジ

は
、
命

に
関
わ

る
利

他
の

優
先

度
付

け
。

利
他

の
最

悪
は
、

自
己
犠

牲
。

美
談
で

は
あ
る

が
、

最
善

と
は
言

え
な
い

。
動
物

が
集
団

行
動
を

す
る
の

は
、
単

に
種
の

保
存
・

生
の
本

能
。

人
間

の
集
団

化
は

、
勢

力
の
維

持
・
拡

大
の
集

団
の

利
己

。

ど
う

す
る

！

人
は
、
全

能
の

神
で

は
な
い

。
社
会

的
動

物
と

し
て

、
利

得
を

考
え
る
生
き
物
。

利
己

を
否
定

す
る

の
で

は
無

く
／

否
定

は
で
き
な
い
が
、
さ
ら
に
、

利
他

も
考

え
る
／

考
え

ら
れ
る

こ
と
が

必
要

。
→

利
他
が

考
え
ら

れ
る

か
、
利

己
と
利
他

の
優
先
度
合
の
問
題
。

優
先
度
合
は
個
人
に

よ
り

異
な
る

。
強
要

は
で

き
な
い

。
利
他

が
考
え

ら
れ

る
た

め
に

は
、

経
済

的
、
精
神
的
、
時
間
的
な
ど
の
余

裕
、
社

会
的
使

命
感

、
倫
理

な
ど
が

必
要

。

提
言
１
：
自
己
の

生
存
：

利
己
無

く
し
て

、
利
他
は
成
立
し
な
い
、

期
待
で

き
な
い
。

【
利

己
と

利
他
の

共
存
】

一
方
、
土

木
は
公

共
の
精

神
・

倫
理
が

基
本
で
、
公
共
の
姿
勢
が
社
会
的
使

命
。
・

・
・
を

忘
れ

て
い
な

い
か
？

公
共

は
、

特
定

の
者

の
利
益
（
利
己
）
で
な
く
、
全
員
の

利
益

（
利
他

と
利
己

の
調

整
）
を

図
る
。

提
言
２
：
土
木
に

与
え
ら

れ
た
使

命
の
公

共
は
、
利
己
と
利
他
の
全

体
最
適

化
で
あ
る
。

【
土

木
の

公
共
の

再
認
識

・
再
教

育
】

最
適

化
か
ら
利

を
考

え
る

と
！

＊
最
適

化
と
は

、
最
も

好
ま

し
い

状
態
を

目
指
す

こ
と

「
個
別

最
適

：
利

己
の

最
適

化
を

優
先

・
尊
重

」
「
総
合

最
適

：
利

己
が

集
ま

り
、

利
他

を
始

め
、

最
適
化

を
図
る

」
＊
現

在
の

利
他

が
相
当

。
た

だ
し

、
一
方

向
。

「
全
体

最
適

：
利

己
と

利
他

を
調
整

、
融
合

し
て
最

適
化
を

図
る
」

＊
望
ま

し
い

利
他

の
深

化
：
双

方
向

化
。

な
お
、

利
己

と
利
他

は
対

峙
さ

せ
な
い

、
利

他
だ

け
の
限

界
が
あ

る
＊

利
己

と
利
他

の
共
存

→
［

公
共

］
人
は
、

自
己

中
心
の

「
利

己
」

に
よ
る

【
個

別
最

適
】
を

図
り
な

が
ら
、

「
利
己

」
と

「
利

他
」
の

【
総
合

最
適
】

を
始
め

、
さ
ら

に
【

全
体

最
適
】

に
展
開

。
効
果
を

上
げ

る
た
め

に
は

、
「

利
己
」

か
ら

見
た

「
利
他

」
、
「

利
他
」

か
ら
み

た
「

利
己

」
を
考

え
る

こ
と
。

利
己

の
み

利
他

の
発

生
利

他
の

深
化

一
方
向

双
方
向

公
共

利
は
分
離
、
独
立
：
無
関
係

自
助
・
自
己
防
衛

利
は
集
合
化
、
独
立
・
縦
割
り
：
間
接
的
関
係

共
助
の
始
ま
り
・
一
方
的

利
の
全
体
化

利
の
融
合
・
相
互
補
完
：
直
接
的
関
係

共
助
の
深
化
・
双
方
向
化

個
別

最
適

全
体
最

適
総

合
最

適

利
己

利
己

利
己

利
己

利
己

利
己

利
己

利
己

利
己

個
別
の
利

利
他

利
他

利
他

利
他 利
他

利
の
総
合
化
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東
京
官
書
普
及
（
株
）
〒

10
1-
00

54
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町

1-
2

T
E
L
：

03
-3
29

2-
37

01
U
R
L
：

ht
tp
:/
/w
w
w
.to

ky
o-
ka
ns
ho

.c
o.
jp
土
木
関
係
専
門
書
籍
販
売
サ
イ
ト
シ
ビ
ル

B
oo
ks

特
に
、
土
木
の
使
命
、
特
徴
（
公
共
）
を
提
示
。

土
木
は
、
公
共
の
実
践
者
、
伝
道
師
。

著
者
：
常
田
賢
一

編
集
・
発
行
：
（
一
財
）
土
木
研
究
セ
ン
タ
ー

刊
行
：

20
20

.6

5 つ
の
項
目
に
つ
い
て
個
別
最
適
と
全
体
最
適
か
ら
説
明
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
利
」
を
新
た
な
項
目
と
し
た
場
合
に
応
用
、

展
開
し
た
場
合
に
相
当
。

著
者
：
常
田
賢
一

編
集
・
発
行
：
（
一
社
）
地
域
国
土
強
靭
化
研
究
所

刊
行
：

20
23

.3

参
考
図
書

最
適

化
土
木

の
公
共

販
売
：
（
一
財
）
土
木
研
究
セ
ン
タ
ー

ht
tp
s:
//
w
w
w
.p
w
rc
.o
r.
jp
/b
oo
ks
/b
oo

k_
04

6.
ht
m
l

亡
き

中
村

哲
医

師
に

よ
る

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
ク

ナ
Ü

ル
川

の
堰

新
阿

蘇
大

橋

静
岡

モ
デ

ル

第
Ⅰ
部
土
木
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
姿
勢

姿
勢
1
土
木
の
先
人
の
偉
業
、
思
い
を
忘
れ
な
い

姿
勢
2
土
木
技
術
者
が
活
躍
す
る
場
の
多
様
性
を
知
る

Ⅰ
2
.1
公
共
が
基
本
の
土
木

Ⅰ
2
.2
役
割
ご
と
に
、
多
種
、
多
様
な
活
躍
の
場
が
あ
る
土
木

Ⅰ
2
.3
土
木
に
関
わ
る
公
共
事
業
の
流
れ

姿
勢
3
土
木
技
術
者
の
行
動
規
範
・
倫
理
規
定
を
理
解
す
る

姿
勢
4
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
意
識
に
よ
り
倫
理
を
実
践
す
る

姿
勢
5
不
正
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
自
覚
し
、
行
動
す
る

姿
勢
6
土
木
の
存
在
感
の
高
揚
と
全
体
最
適
の
た
め
の
産
学
官
の
連
携

姿
勢
7
自
己
の
存
在
証
明
を
向
上
し
、
発
信
す
る

姿
勢
8
立
場
に
応
じ
た
権
限
と
義
務
を
自
覚
し
、
果
た
す

姿
勢
9
土
木
技
術
者
の
資
格
の
意
義
を
知
り
、
自
己
研
鑽
に
努
め
る

姿
勢
1
0
土
木
の
特
異
性
、
建
築
と
の
差
異
を
理
解
し
、
土
木
の
意
義
を
発
揮
す
る

姿
勢
1
1
土
木
の
デ
ザ
イ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
意
識
す
る

第
Ⅱ
部
土
木
技
術
者
と
し
て
の
多
面
的
な
視
点

視
点
1
感
度
を
磨
き
、
災
害
の
示
唆
を
見
逃
さ
ず
、
学
ぶ

視
点
2
定
式
化
、
モ
デ
ル
化
の
意
義
と
意
味

視
点
3
個
別
段
階
か
ら
全
段
階
の
最
適
化
と
連
携

視
点
4
視
野
を
広
げ
、
発
想
を
転
換

視
点
5
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
、
視
覚
情
報
の
理
解

視
点
6
現
状
に
留
ま
ら
な
い
、
先
を
読
む

視
点
7
土
木
施
設
は
資
源

視
点
8
既
存
技
術
を
鵜
呑
み
せ
ず
、
ル
ー
ツ
を
知
り
、
さ
ら
に
展
開

視
点
9
魅
力
と
生
き
甲
斐
の
あ
る
土
木
に
変
貌

付
属
資
料
：
計
画
・
設
計
で
活
か
せ
る
知
見

【
豆
知
識
】

土
木
技
術
者
の
た
め
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
姿
勢
と
視
点

参
考
：
目
次

自
然
豊
か

な
海

岸
は
ど

こ
へ
！

雄
勝

漁
港

堅
固
な
防
潮
堤

田
老

漁
港

問
い

“
自

然
に

帰
る

こ
と

の
で

き
る

イ
ン

フ
ラ

”
 

 
“
自

然
と

共
生

す
る

イ
ン

フ
ラ

”
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・
・
・

あ
る
か

、
で
き
る
か
？

３
.
１
１
津
波
の

復
興
の

例
 

 
人
工

物
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
鉄

）
は
い
ず
れ
朽
ち
る
、
廃
れ
る
！

 
 

 
維

持
管

理
が

大
変

！

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自

然
は

粘
り
強
い
!

答
え
“
自
然
に
帰
る

、
取

り
戻

す
、
保

つ
イ

ン
フ

ラ
”

・
・

可
能
！

 
知

恵
、
信

念
が
必

要
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